
（別紙３）

１　事業者の概要

法人名
代表者名

市内の
主たる住所

主たる事業
の内容

２　計画期間 ３　報告対象年度

４　報告対象年度における温室効果ガスの排出の状況

1057 t-CO2 778 t-CO2

279 t-CO2 26 ％

％

５　報告対象年度における温室効果ガスの排出の状況に関する説明

６　温室効果ガスの排出の抑制等を図るために実施した措置の内容

全従業員に対して、継続的な節電対策の検討・実施を行っていきます。
お客様に太陽光発電とCO2フリー電力使用の実績数値をご案内し、環境負荷低減での生産活動のアピールを行っ
ております。

措置の内容

太陽光発電設備の導入（令和6年2月末から稼働）

全従業員に対して、冬季暖房温度設定は22℃以下、夏季冷房温度設定は28℃目安（湿度により26℃）の徹底を
通達、各部署に湿度計付温度計の設置を行う。

７　その他地球温暖化対策の推進に寄与する取組等

太陽光発電設備は令和6年２月末から本稼働、令和６年度から１年間稼働である事により、消費電力は令和4年度:2,248千
kwh、令和5年度:1,739千kwh+太陽光発電量:14千kwh、令和6年度:1,63６千kwh+太陽光発電量:127千kwhの実績と
なったことにより、CO2排出の基準年度から26％の削減量となりました。
また、令和6年度:1,63６千kwhの内の386千kwhについてはCO2フリー電力契約の為、さらに181tCO2の削減となって
おります。
但し、令和4年度との設備稼働率の差は令和6年度では75％程度となりました。
また、昨年からの猛暑日多発による熱中症対策として、スポットエアコンを増設したことにより、使用電力量はその分増加と
なっております。

地球温暖化対策計画実施状況報告書の概要（公表用）
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  　　　　令和　　5年度　　～　　　令和　7　年度 令和　　6　年度

基準年度
排出量

報告対象年度
排出量

排出削減量
報告対象年度
排出削減率

（原単位を設定した場合）報告対象年度原単位排出量削減率

非鉄金属素材を使用した旋盤加工


